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環  境  方  針 

     

   湧別小型運送株式会社は、｢環境保全に対する取組｣ の方針の下、運送業と建設 

業を主とした事業活動が、地球規模の環境及び地域の環境に関わりが深いことを認 

識し、環境と調和した循環型社会に向けた活動を継続的に推進することを宣言する。   

     

    当社の環境に関する活動は次による    

１．運送事業における環境負荷軽減に向けた省資源、省エネルギー活動の展開   

２．建設廃棄物を減らすためのリユース、リサイクル活動の推進   

３．環境保全、修復及び汚染の予防に配慮した一般及び産業廃棄物処理事業の推進   

４．関連する環境に係る法規制及び地域・近隣との協定、業界の行動規範等の遵守 

５．会社全体の環境目的及び目標達成のための環境活動計画(実行計画)の策定と、 

     環境経営システムの継続的改善への取組み    

  ６．エコアクション２１のガイドラインに基づく、環境経営システムの構築と運用   

     

    当社は、この環境方針を実行し、維持し、社内掲示外の手段で全従業員に周知を図る。 

    この環境方針は、社外からの要求があるとき、管理責任者の責任において開示する。 

                                   ２００６年 ４月 １日 制定 

  

             ２０１９年 ４月 1 日 改定     

            湧別小型運送株式会社    

代表取締役  福原 裕二    
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■ 事業の概要及び対象範囲 ■ 

 
１ 事業所名及び代表者氏名 

     湧別小型運送株式会社   
     代表取締役 福原 裕二   
 

    ２ 所在地  
本社事業者  ：北海道紋別郡湧別町曙町１０１番地１ 
安定型処分場：北海道紋別郡湧別町福島５６０番５ 
中間処理施設：北海道紋別郡湧別町福島４０５番地 
採石場   ：北海道紋別郡湧別町芭露８２９番地 他９筆 

 
    ３ 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

     環境管理責任者：執行役員常務   畑 和実 
     事務担当者名 ：取締役総務部長  菅原 恵介 
     連絡先 01586‐5‐2046 
      

    ４ 事業内容の概要 
       運送事業、産業廃棄物処理業(収集運搬業・中間処理業・最終処分業)、 
       一般廃棄物処理業(収集運搬業・中間処理業)、建設業、採石業 
 
    ５ 事業の規模（売上高、従業員数、事業所の延べ床面積等) 
       資本金：１０００万円 
       売上高  

令和 ２年度 １，２３９百万円（内建設業完工高 １８件 １６２百万円） 
令和 ３年度 １，４２７百万円（内建設業完工高 １９件 ３５９百万円） 
令和 ４年度 １，４０９百万円（内建設業完工高 ２４件 １８２百万円） 

       従業員数         ７５名 
       事業所の延べ床面積  ２９９平米 
    ６ 創立年月日 
       昭和３２年４月２２日 
     

７ 事業年度 

     4 月 1 日～3 月 31 日 
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８ 組織図 

    

 
 

  

全社統括 
代表取締役 

環境管理責任者 
執行役員常務 

事務局 
取締役総務部長 

土木部門統括 
土木部長 

産廃部門統括 
取締役総務部長 

運送業統括 
事業部長 
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９ 産廃部門の詳細 
       

（１）産業廃棄物関係許可内容 
       ①収集運搬業 
        北海道：許可番号第 0110024664 号 

許可年月日:令和 2 年(2020 年)1 月 29 日  
有効年月日:令和 6 年(2024 年)10 月 19 日 

        事業の範囲：汚泥、廃酸、廃プラスチック類、紙くず、木くず、動植物性残渣、

ゴムくず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器

くず、がれき類、動物の糞尿、積み替え保管あり           
       ②処分業  中間処理、最終処分（安定型処分場） 
        北海道：許可番号第 0140024664 号 
        許可年月日:令和 3 年(2021 年)12 月 10 日  

有効年月日:令和 8 年(2026 年)8 月 20 日 
        事業の範囲：廃プラスチック類、木くず、ガラスくず・コンクリートくず 
              及び陶磁器くず、ゴムくず、金属くず、廃石膏ボード、紙くず、 
              がれき類、汚泥、動植物性残さ、動物のふん尿 
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（２）施設等の状況 
   ①車輌関係 
    ・ダンプトラック：18 台 平ボデー車：5 台 その他：19 台 
        ・積み替え保管場所：廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、 

コンクリートくず及び陶磁器くず 
    ・面積:56 ㎡ 保管上限：32 ㎥ 高さ：1m 

・設置場所：紋別郡湧別町福島 405 番 
   ②安定型処分場 
    ・埋立：廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、 
        コンクリートくず及び陶磁器くず、がれき類 
    ・面積：3,150 ㎡  容積：13,379 ㎥  残容量：2,644 ㎥ 
   ③中間処理施設及び積替え保管場所 
    ・がれき類、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くずの破砕施設 
      処理能力：1,040ｔ／日（8 時間）、130ｔ／時間 
        ・がれき類、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くずの破砕施設 
      処理能力：1,096ｔ／日（8 時間）、137ｔ／時間 
    ・がれき類の破砕施設 
      処理能力：782.4ｔ／日（8 時間）、97.8ｔ／時間 
    ・廃プラスチック類の破砕施設 
      処理能力：4.0ｔ／日（8 時間）、0.5ｔ／時間 
    ・木くずの破砕施設 
      処理能力：800m3／日（8 時間）、100m3／時間 
    ・木くずの破砕施設 
      処理能力：282.4ｔ／日（8 時間）、35.3ｔ／時間 
    ・肥料の製造施設 
      処理能力：60.8ｔ／日（24 時間）、2.52ｔ／時間 
    ・廃石膏ボードの破砕・選別施設 
      処理能力：4.8t／日（８時間）、0.6t／時間     
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＊産業廃棄物中間処理施設  処理フロー＊ 

                          

                 

がれき類     保管場所     破砕設備     路盤材   売却 

（コンクリート）   4,184 ㎥：高 5ｍ   2,136 t/日        

    1,977 ㎥：高 4m              

                   

                          
                          
                          

                 

がれき類     保管場所     破砕設備     路盤材   売却 

（ｱｽﾌｧﾙﾄ）   269 ㎥:高 2ｍ   782 t/日        

                  

                   

                          
                          
                          

                 

木くず     保管場所     破砕設備     木質チップ   売却 

（抜根・伐木）   2,173 ㎥:高 4m   800 m3/日   敷藁等    

    1,205 ㎥:高 4m   282t/日          

    6,167 ㎥:高 5ｍ              

                          
                          
                          

                 

木くず     保管場所     破砕設備     木質チップ   売却 

（解体材）   572 ㎥:高 3.5m   800 ㎥/日   燃料用    

                  

                          
                          
                          

                

汚泥           肥料の製造     肥料   売却 

動物性残渣      60.8 t/日        
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     保管場所     破砕設備     最終処分   固形燃料化 

廃プラスチック類   83 ㎥：高 2ｍ   4.0 t/日    （委託）   （資源化） 

    89 ㎥：高 1m   切断設備          

        4.69ｔ/日          

                          
                          
                          

                 

     保管場所     破砕・選別設備     最終処分   埋立 

廃石膏ボード   12 ㎥   4.8 t/日    （委託）    

    14 ㎥              
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（３）収集運搬実績（令和４年度）[単位:ｔ] 
 

 がれき類 
（ｺﾝｸﾘｰﾄくず） 木くず 金属くず 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類 

収集運搬 58.77 392.09 26.23 110.79 

 
 
（４）処理実績（令和４年度） [単位:ｔ] 
 

 廃プラス

チック類 
がれき類 ガラスくず 

陶磁器くず 
木くず 汚泥 金属くず 廃石膏 

ボード 

安定型 
処分場 5.7 8.69 15.04     

がれき類 
破砕施設  7,418.05      

木くず 
破砕施設    3,917.04    

肥料の 
製造施設     1,382.46   

処理後の
製品量      78.57  

最終処分 
(委託分)       57.03 

       
（５）処理料金 

        ・弊社へお問い合わせください。収集運搬単価については応相談 
         担当者名：総務係長 近藤 彰太 TEL 01586-5-2046 
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１０ 一般廃棄物の詳細 
 

（１）一般廃棄物許可内容 
・湧別町 
① 処分業 許可番号：第 148 号 
（許可期間：令和 4 年 10 月 17 日～令和 6 年 10 月 16 日） 
事業の範囲：抜根、伐採木、流木、伐開物、すき取り物、水産系雑物(ヒトデ・ 
      漁網付着物)、農産物残渣、し尿汚泥 
② 収集運搬業 許可番号：第 144 号 
（許可期間：令和 4 年 6 月 23 日～令和 6 年 6 月 22 日） 
事業の範囲：抜根、伐採材、流木、伐開物、すき取り物、魚介類残渣、汚泥 
 

・遠軽町 
① 処分業 許可番号：第 4－10 号 
（許可期間：令和 4 年 8 月 3 日～令和 6 年 8 月 2 日） 
事業の範囲：抜根、伐採木、流木、伐開物、すき取り物 
② 収集運搬業 許可番号：第 4－16 号 
（許可期間：令和 4 年 10 月 22 日～令和 6 年 10 月 21 日） 
事業の範囲：抜根、伐採木、流木、伐開物、すき取り物 
 

・佐呂間町 
① 処分業 許可番号：第 R4－8 号 
（許可期間：令和 4 年 10 月 25 日～令和 6 年 10 月 24 日） 
事業の範囲：抜根、伐採木、流木、伐開物、すき取り物 
② 収集運搬業 許可番号：第 R3－12 号 
（許可期間：令和 3 年 11 月 10 日～令和 5 年 11 月 9 日） 
事業の範囲：抜根、伐採木、流木、伐開物、すき取り物 
 

・紋別市 
① 収集運搬業 許可番号：第 3 号 
（許可期間：令和 3 年 11 月 19 日～令和 5 年 11 月 18 日） 
事業の範囲：抜根、伐採木、流木、伐開物、すき取り物 
 
※随時、許可更新を行っています。 

 
（２）施設の状況等 

・木材破砕機：28ｔ/時間、140ｔ/日（5 時間） 
・すき取り物選別機：200ｔ/時間、1,000ｔ/日（5 時間） 
・高速堆肥化施設：2.52ｔ/時間、60.8ｔ/日（24 時間） 

  



10 
 

 （３）収集運搬実績（令和４年度） [単位：ｔ] 
 抜根・伐採

木・流木 伐開物 すき取り物 水産系雑物 農産物残渣 し尿汚泥 

収集運搬 668.08  452.94    

 
 （４）処理実績（令和４年度） [単位：ｔ] 
 

 抜根・伐採

木・流木 
伐開物 すき取り物 水産系雑物 農産物残渣 し尿汚泥 

木材 
破砕施設 3,238.22      

すき取り物 
選別施設   4,704.26    

高速堆肥
化施設      85.64 

 
１１ 建設部門の詳細 

      
（１）建設業許可内容 

          許可番号：北海道知事許可（般-2）オ 第０１２９５号 
          許可有効期間：令和 2 年(2020 年)4 月 6 日～令和 7 年(2025 年)4 月 5 日 
          許可を受けた建設業：土木工事業、とび・土工工事業、解体工事業 

               
 １２ 採石業の詳細 
       

（１）採石業者登録内容 
 登録番号 ：北海道知事登録 網走第 78 号 
 登録年月日：昭和 60 年 3 月 27 日 

（２）採石業許可内容 
 許可番号：オ商労第 108－4 号指令 
 （採取期間：令和 4 年 6 月 13 日～令和 7 年 5 月 31 日） 
 面積  ：121,066 ㎡ 
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■ 環境目標とその実績 ■ 
        

目    標 令和 4 年度目標 

（R3 年度実績基準） 

実   績 

令和 4 年度 
令和 5 年度目標 令和 6 年度目標 

社内電気の使用量削減 
前年度を上回らない 

(222,885kWh) 

0.7％DOWN 

221,264kWh 
前年度を上回らない 前年度を上回らない 

輸送車両、重機・機械燃料削減 
現状を維持する 

(約 1,500,000L) 

6％DOWN 

1,226,902.4L 

現状を維持する 現状を維持する 

低燃費車の導入の台数 3 台 2 台 3 台 3 台 

二酸化炭素排出量削減 
1％削減  

(3,580,374kg-CO2) 

7％DOWN        

3,332,688.78kg-

CO2 

１％削減 １％削減 

廃棄物の排出量削減 

前年度を上回らない 

(362ｔ以内、 

再資源化率 95％) 

741.66t 

104％UP 

(再資源化率 98％) 

前年度を上回らない 

※再資源化率 95％ 

前年度を上回らない 

※再資源化率 97％ 

総排水量の削減 
前年度を上回らない 

(2,485ｔ以内) 

2,221t 

10％DOWN 

前年度を上回らない 前年度を上回らない 

地域環境活動に積極的に 

参加 
約 12 回 8 回 現状を維持する 現状を維持する 

 

※１ グリーン購入の促進について、インターネット販売等により対象の商品を購入しているため、今後も継続して取り組む。 

※２ 化学物質の使用について、今後も継続して適正に管理・使用していく。   

※令和3年度：電気事業者別のCO2排出係数を用いています。【北海道電力：０．５４９(kg-CO2/kWh)】 

令和4年度：電気事業者別のCO2排出係数を用いています。【北海道電力：０．５３３(kg-CO2/kWh)】 
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■ 環境活動の取組計画と評価、次年度の取組内容 ■ 

 

目    標 行 動 内 容 

行動内容

に対する

評価 

全  体  評  価 次年度の取組内容 

社内電気の使用量削減 

①LED 灯の導入 

②室内以外に屋外灯に

も LED 灯の導入 

③こまめな消灯 

①  〇 

②  △ 

 

③  〇 

安全と防犯の観点から早めに室外の

照明の点灯、職場環境の明るさを確保

しつつ、こまめな消灯や不要時のエア

コン不使用により、若干の減少となっ

た。 

こまめな消灯を全員で心

掛けるため、更に電気ス

イッチの周辺に節電呼

びかけのステッカーを貼

付等で社員の意識を高

める。 

輸送車両、重機・機械 

燃料削減 

①適切な点検の実施 

②効率的な稼働の実施 

①  〇 

②  〇 

若干の削減となった。燃料費高騰が影

響し、全社を挙げて取り組んだ結果だ

と考えられる。 

効率的な稼働を行い、現

状維持に努める。 

低燃費車の導入の台数 

①車両の入れ替え時は

積極的に低燃費車の導

入を図る 

①  〇 低燃費車の導入は順調に進んだ。増ト

ンダンプが１台、トレーラヘッドが１台

納車になった。 

入れ替えの時期を適切

に行い、経済的に負担

がかからないように今後

も進めていく。 

二酸化炭素排出量削減 

①化石燃料の抑制によ

る排出量削減 

①  〇 軽油の使用量を大幅に削減したことが

二酸化炭素排出量の削減に繋がっ

た。 

現状維持を目指すが、

現場の稼働数によって

増減する恐れがある。 

廃棄物の排出量削減 

①廃棄物処理時の再生

率の向上 

（再資源化率の向上） 

①  〇 再資源化率は維持されたが、排出量

が増加した。工事の増加によるものと

考えられる。 

廃棄物の種類によって、

再資源化率が増減する

が、ﾘｻｲｸﾙに努める。 

総排水量の削減 

①洗車時の水使用量の

削減 

②節水の実施 

①  〇 

 

②  〇 

効率的な洗車を行う。（洗車時間の短

縮や節水等） 

洗車時間の短縮や節水

を意識して使用する。 

地域環境活動に積極的

に参加 

①地域の道路清掃等の

活動に参加 

②産業資源循環協会等

の活動に参加 

 

①  △ 

 

②  〇 

継続して活動していく。コロナ禍のた

め、活動が制限されていたが、来年度

以降も地域交流や環境美化活動に積

極的に取り組む。 

さらに活動参加者を広げ

意識を拡大させる。 

※評価方法…〇：出来た、△：一部出来た、×：出来なかった 
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■ 環境関連法規への違反、訴訟等 ■ 

法 規 制 評 価 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 〇 

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 〇 

計量法 〇 

大気汚染防止法 〇 

騒音規制法 〇 

振動規制法 〇 

毒物及び劇物取締法 〇 

資源リサイクル法 〇 

建設リサイクル法 〇 

家電リサイクル法 〇 

消防法 〇 

使用済自動車の再資源化等に関する法律 〇 

フロン排出抑制法 〇 

グリーン購入法 〇 

北海道公害防止条例 〇 

北海道循環型社会形成推進条例 〇 

建設副産物適正処理推進要綱 〇 

建設工事公衆災害防止対策要綱 〇 

産業廃棄物の保管施設のガイドライン 〇 

※評価方法…〇：順守、×：不順守 

上記関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、および行政、利害関係人からの違反、

訴訟の事実は過去にありません。 
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■ 経営者による見直し記録 〈令和 4(2022)年 4 月～令和 5(2023)年 3 月〉■ 

 

・環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その評価結果 

 

【達成状況】 

目標全体では、電気使用量、燃料使用量と二酸化炭素排出量は減少となった。 

     燃料価格高騰も影響し、運転手全員がアイドリングストップの意識が高まりが削減

に繋がった。 

     今後も月１回の安全会議で運転手に周知徹底を図る。 

 

【活動計画の実施状況】 

車両・重機を低燃費車への入れ替えは停滞している。発注から納車までに時間を要

することがあるので、計画的に導入したい。 

     廃棄物の排出量は目標値より上回ったが、受注工事に伴う廃棄物なので、年度ごと

で増減することも考えられる。 

     廃棄物の再資源化率は 98％と好調で、この調子を維持することに努める。 

       

   【評価結果】 

木質破砕機やがれき類破砕機の設備を用いたことによりリサイクルの一層の効率化

が実現できている。 

また、車両・重機の入れ替えを進めていることもあり、燃料の削減に効果が出ている

が、繁忙期の輸送量増加や遠方の現場があると使用燃料が増加することも予想され

る。 

随時作業の効率化を目指しての取り組みを行っていく。 

 

★環境目標の一部を見直しすることとした★    

・CO2排出係数を令和４年度実績（北海道電力）の「0.533kg－CO2/ｋWh」に改める。 

 その変更に伴い、前年度実績より若干の減少傾向がみられるので、その点は了承

願いたい。 

 

 

                        見直し実施日：2023年 7月 24日 

                               湧別小型運送株式会社 

                               代表取締役 福原 裕二 


